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　　　　　　　　　　　　　　　　　要　旨

【目的】国内外の地域における介入研究の評価に関する資料を検索し，系統的レビュー

を行うこととした。

【方法】文献データベースを使用し，検索語は，「地域」，　「評価」，　「介入研究」

である。さらに，タイトルと目的を検討し，最終的に，30編の文献（国内12編，国

外18編）をレビューした。

【結果】研究テーマおよび対象は，年代の幅があり，健康スペクトルは，ほとんど

の年代で健康であったが，高齢者では，健康な高齢者から準寝たきりまでであった。

割り付け方法は，日本は，「クラスター非ランダム」が最も多く，海外は，「個人

のランダム」が最も多かった。

【結論】地域分野における，ランダム化研究の可能性が示唆された。今後の地域分

野における介入研究に応用可能と考える
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1．研究目的

　本研究では，国内外の地域における介入研究の評

価について検討した。地域を研究の場とした評価に

関する文献は，研究とする対象や内容，活動の場が

広く，評価方法が確立していないために，まだ数少

ないといえる。さらに，地域における支援プログラ

ムモデルにおいて，そのプログラムモデルが，その

地域の実情に見合ったモデルであるか，検証された

モデルであるか，モデルの評価までを含めた先行研

究はみあたらない。つまり，地域特性を考慮した上で，

地域における支援プログラムの構築と評価を行い，

検証された地域保健プログラムを確立する必要があ

るといえる。

　そこで，国内外の地域における介入研究の評価に

関する資料を検索し，近年の系統的レビューを行う

こととした。

皿．研究方法

1．文献検索

　国内外の文献を収集するために，使用した文献デー

タベースは，国内の医学文献データベースである医

中誌，国内外の医学・看護学文献データベースであ

るPubMed，　CINAHLである。検索語は，「地域

（Community）」AND「評価（Evaluation）」AND

「介入研究（lntervention　study）」である。検索の

限定として，文献の種類は「原著」であり，収載誌

発行年は「1997・一一・2007年」とした。

2．文献の選別
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1）第1段階

　検索の結果，国内の医学文献データベースである

医中誌からは，13編が検索された。国内外の医学・

看護学文献データベースであるPubMedから207編，

CINAHLからは38編が検索された。その中から，重

複して検索された文献，文献のタイトルと要旨から，

目的と異なる文献を除外した。

2）第2段階

　第2段階として，除外されなかった文献の抄録を

読み，必要な文献を選定した。その時の選定基準は，

①地域（研究フィールド）が明確であること，②対

象者が研究フィールドである地域に居住している者

であること，③介入群とコントロール群が設定され

ていることである。さらに，HIVなどの感染症やが

んのスクリーニング，居住環境をテーマとした文献

は除外した。

　最終的に，30編の文献（国内12編，国外18編）を

レビューした。

3）抽出文献の主な結果の検討

　残る30編の文献の主な結果について，「研究タイ

トル」，　「目的」，　「地域」，　「対象」，「割り付

け方法」，「介入方法」，「エンドポイント」，「結

果」を要約し，一一覧として示した。

皿．研究結果

　1．抽出文献における研究の概要「研究のタイトル，

目的，地域，対象」の主な結果（表1）

　国内の研究タイトルは，転倒リスク，認知症，自

殺防止，うつ病，世代間交流，準寝たきり高齢者の

自立，保健事業における広報媒体の活用実践などで

あった。研究対象は，65歳以上の高齢者もしくは20

－－ 60歳の成人を対象とした研究が多かった。研究地

域は，全国各地の農村部や都市部，自殺の多い地域

など，テーマに即したフィールドであった。

　国外は，DV（家庭内暴力）発見のできる専門職，

母親へのボランティアによる子育て支援，親トレー

ニング，低所得者思春期のリプロダクティブケア，

ヒスパニック系低所得者の多い小中学校の肥満，ス

ペイン系移住者が在学する高校生のたばことアルコー

ルの防止，骨粗彩症予防のための高齢者のサプリメ

ント摂取，中高年の糖尿病や脳血管疾患の危険因子

における介入，老人病院における腰骨骨折患者のリ

ハビリ，喘息患者への介入などであった。研究地域は，

骨粗髭症予防のため必要なビタミンDが不足がちな

北ヨーロッパ，アフリカ系アメリカ人が居住する地域，

アイルランドの田舎などであった。

2．抽出文献における「割り付け方法」の主な結果

（表2）

　国内は，介入地域が決められ，その近隣地域がコ

ントロールとなる文献が多かった。対象者は，設定

された地域からランダムに選定されていた。

　国外は，地域もしくは学校をランダムに選定する

方法と面接者によるランダム化あるいは研究対象者

本人の希望により介入とコントロールに分けられる

方法があった。その他の割り付け方法として，薬局

が介入群あるいはコントロール群を選択し，その薬

局に通う患者が必然的に介入群かコントロール群と

なる方法があった。

3．抽出文献における「介入方法」の主な結果（表2）

　国内は，教育プログラムの実施，3ヶ月間にわた

る運動指導やボランティア講習会，うつ病や自殺に

ついての知識伝達，広報媒体の直接配布が多かった。

　国外は，DV（家庭内暴力）発見のトレーニング，

専門職からの支援，エビデンスに基づいたプログラム，

ビタミンDとカルシウムの毎日補足，脳血管疾患や

喘息，やけどに関する健康教育，8週間のたばこと

アルコール予防教育プログラム，1歳になるまでの

子育て支援，親トレーニングであった。

　国内外ともに，コントロール群には介入の教育プ

ログラムのない状態もしくは従来の教育プログラム

の遂行があった。

4．抽出文献における「エンドポイント」，「結果」

の主な結果（表2）

　国内は，転倒予防では運動機能，ボランティア講

習会では社会貢献，自殺予防は自殺の発生頻度，精

神保健に関する意識と知識のアンケート，広報媒体

による保健事業参加割合などであった。

　国外は，DV（家庭内暴力）発見のケース数，サー

ビス利用満足度，肥満度と食事量の変化，脳血管疾

患に関連する血液検査，たばこと飲酒への興味，骨

折患者の入院期間，子育て支援サービスを受けた7

年後の子どもの健康や母親の意識などであった。

　国内外ともに，介入による効果がみとめられた文

献が多かった。しかし，国外では，従来からよい状

態であったために，介入後に変化のない文献もあった。

】v．考察

1．テーマおよび対象の健康スペクトルについて

　研究のテーマおよび対象は，乳幼児から学童，思

春期，中高年，高齢者までであり，年代の幅があった。
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さらに，健康スペクトルは，高齢者では，健康な高

齢者をテーマとした文献から準寝たきりまでであり，

その他の年代では，多くが健康な対象をテーマとし

ていた。まさに，地域で生活するあらゆる人々を支

援する地域保健分野の研究特性が見出されたものと

なっていた。

　具体的には，乳幼児はボランティアによる子育て

支援から，DV（家庭内暴力）発見といった子育て

中に起こる可能性のあるリスクへの支援がテーマと

なっていた。思春期は，肥満といった生活習慣病予

防や健康を害するアルコールとたばこを禁止するなど，

望ましい生活習慣の確立にむけた支援，リプロダク

ティブケアなど次世代育成にむけた支援がテーマと

なっていた。中高年者は，生活習慣病予防や自殺防

止への支援，保健事業を活用実践してもらうための

支援がテーマとなっていた。高齢者は，転倒予防や

認知症など身体上の課題への支援，世代間交流や準

寝たきり高齢者の自立など社会的な生活支援も含め

た支援がテーマとなっていた。

　様々なテーマが取り上げられ，各年代において課

題となっている健康問題への取り組みがテーマとさ

れていた。

2．評価方法について

　割り付けの方法は，学校や行政区（州，市町村，

市町村内のある地区など）を単位とし，対象を選定

していた。国内の文献においては，割り付けにあたり，

同一農村内や同市内，都内の市など，行政区を単位

としていた。国外の文献においては，低所得者層が

多い学校を単位としている文献やある市部や一定地

域など行政区を単位とする文献があった。さらに，

対象者を選定する方法は，集団による方法と個別に

よる方法とがあった。集団による方法は，学校に在

学する全学生や一定地域に居住する全住民を対象とし，

さらに，コントロールとして，他地域の学校や近隣

地域が設定されていた。対象の選定のもう一つの方

法である，個別による方法は，学校に在学する学生

や行政区に居住する住民を単位とし，その単位から

ランダムに個々が介入群とコントロール群に選定さ

れていた。

　介入群への介入方法においても，集団と個別によ

る方法があった。集団を対象に，転倒予防プログラ

ムや生活習慣病を予防する食事と運動，自殺防止対

策のうつ病，たばこやアルコールなどの教育をする

介入があった。個別への対応は，健康サプリメント

の摂取，訪問による子育て支援などであった。

　エンドポイントは，介入方法が個別による方法の

場合は，個別の運動機能や身体機能の測定結果など

であった。集団による介入方法の場合のエンドポイ

ントは，集団による保健事業の参加率ややけどや転

倒などの事象の発生率などの場合と個別によるたば

こへの意識や身体機能の測定結果などであった。

　以上のことから，地域分野における，ランダム化

研究の可能性が示唆されたといえる。

V．結論
1． 地域で生活するあらゆる人々を支援する地域保

健分野の研究特性が見出され，研究のテーマお

よび対象は，乳幼児から高齢者までであり，健

康スペクトルは，健康な対象者から準寝たきり

までであった。各年代において課題となってい

る健康問題への取り組みがテーマとされていた。

2．割り付けの方法は，学校や行政区を単位とし，

　集団による方法と個別による方法とがあった。

　集団による方法は，学校や一定地域に居住する

　全住民を対象とし，さらに，コントロールとして，

　他地域の学校や近隣地域が設定されていた。も

　　う一つの方法である，個別による方法は，学校

　　に在学する学生や行政区に居住する住民を単位

　　とし，その単位からランダムに個々が介入群と

　　コントロール群に選定されていた。

3，介入群への介入方法においても，集団を対象に

　教育をする方法をし，集団による事象の発生率

　　をエンドポイントとする方法と個別による身体

　的・精神的効果をエンドポイントとする方法が

　　あった。
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A　systematic　overview　of　design　and　results　of　intervention　studies

　　　　　　　　　　　　　　　　　in　the　field　of　community　health

Kayo　Numata

Abstract
Recent　domestic　and　overseas　reports　investigating　the　assessment　of　intervention　studies　in

the　field　of　community　health　were　systematically　reviewed．　We　reviewed　literature

databases　using”communitゾ，”evaluation”，　and”intervention　study”as　key　words．　By

examining　research　topics　and　objectives，　a　total　of　30　reports（12　Japanese　and　180verseas

reports）were　extracted．

Many　reports　dealt　with”parent　and　child　health”，”adult　health”and”elderly　welfare　and

healthcare”，　and　subjects　ranged　from　infants　to　the　elderly．　With　regard　to　assessment

methods，　the　most　common　grouping　method　was　t’cluster　non－randomization”for　the

Japanese　reports　and”individual　randomization”for　the　overseas　reports．　The　results

indicate　the　possibility　of　randomized　research　in　the　field　of　community　health．　The　results

indicate　the　possibility　of　randomized　research　in　the　field　of　community　health．　In　the

future，　randomized　research　may　be　applicable　to　intervention　studies　in　this　field．

Key　”（OrdS：・・mm・nity　health，・v・1・・ti・n，i・t・rv・nti・n・t・dy
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